
だ
'リ

(4)南甲

Ｌ
節
目
の
年
を
迎
え
て
」

Ｐ

Ｔ

Ａ
会

長

竹
之
内
日
出
晴

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
ま
ず
初

め
に
、
創
立
百
卜
周
年
と
い
う

記
念
す
べ
き
年
に
、
甲
南
生
に

な
ら
れ
た
七
十
期
の
皆
様
、
入

学
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

一
年
生
、
二
年
生
の
皆
さ
ん
も

そ
れ
ぞ
れ
志
を
持

っ
て
、
新
年

度
を
迎
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

甲
南
高
校
に
は
、
勉
強
や
部

活
動
に
取
り
組
め
る
充
実
し
た

環
境
と
、
培
わ
れ
て
き
た
伝
統

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
節
日
の
年

を
迎
え
、
新
た
な
甲
南
の
歴
史

を
刻
ん
で
い
こ
う
と
す
る
中
で

伝
統
を
大
事
に
し
つ
つ
、
更
な

る
発
展
を
目
指
し
て
、
歩
み
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

さ
て
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、

ひ
と
月
前
に
、
熊
本
、
大
分
で

信
じ
が
た
い
規
模
の
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
。　
一
時
の
出
来
事

が
平
穏
な
日
常
を
奪

っ
て
し
ま

う
様
を
日
の
当
た
り
に
し
て
、

様
々
な
想
い
を
抱
い
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々

へ
の
思
い
や
り
、
そ
し
て
、
平

穏
な
日
常

へ
の
感
謝
を
胸
に
、

日
々
を
大
切
に
過
ご
し
て
下
さ

い
。最

後
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
先

生
方
や
保
護
者
の
皆
様
、
同
窓

会
の
皆
様

の
ご
協
力

の
も
と
、

甲
南
生
を
支
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。　
一
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

「錦
織
選
手

に
学

ぶ
一〓
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長

児
玉
由
加
利

甲
南
生
の
皆
さ
ん
、
新
年
度

の
ス
タ
ー
ト
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
日
頃
か
ら
皆
さ
ん
の

勉
強

へ
の
取
組
み
方
や
挑
戦
す

る
姿
を
見
聞
き
す
る
と
、
自
分

の
頃
よ
り
は
る
か
に
頑
張

っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
心
し

ま
す
。
で
も
き

っ
と
、
課
題
が

終
わ

っ
て
な

い
の
に
寝

て
し

ま

っ
た
朝
、
テ
ス
ト
前
、
ど
こ

か
に
逃
げ
て
し
ま
い
た
い
自
分

と
戦

つ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
も
同
じ
で
し
た
。

今
季
の
錦
織
選
手
の
プ
レ
ー
．

「‐１０
周
年
の
年
に
「
〓

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長

久
保
　
浩
司

４
月
１４
日
か
ら
熊
本
県
　
人
分

県
で
相
次
い
で
発
生
し
て
い
る
熊

本
地
震
．
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、

心
よ
り
お
兄
舞
い
中
し
上
げ
ま

す
。甲

南
高
校
は
今
年
　
創

，
１１０
月

年
と
な
り
、
ま
た
新
た
な
歴
史
を
刻

●
一■
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
年
に
私
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
一
人
と

し
て
甲
南
高
校
に
関
わ
れ
る
こ
と

を
誇
り
に
思
い
ま
す
．

甲
南
高
校
は
　
日
頃
か
ら
「
剛

明
直
」
「
気
高
く
優
し
く
健
や
か

に
」
の
校
訓
の
も
と
文
武
両
道
の

技
風
で
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に

は
　
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ

ゆ
っ
く
り
試
合
を
観
戦
す
る
時

間
も
な
い
皆
さ
ん
で
す
が
、
今

年
の
錦
織
選
手
は
本
当
に
強
く

な
り
ま
し
た
，
特
に
メ
ン
タ
ル
．

マ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
を
何
度
握
ら

れ
て
も
、
あ
き
ら
め
や
不
安
が

よ
ぎ
る
心
を
鎮
め
よ
う
と
努
力

し
、
攻
め
続
け
る
こ
と
を
■
め

ま
せ
ん
。
■
し
い
時
間
を
じ

っ

と
耐
え
、
自
ら
を
信
じ
よ
う
と

す
る
そ
の
表
情
は
神
々
し
い
と

さ
え
感
じ
ま
す
。

甲
市
生
の
皆
さ
ん
も
日
標
に

向
か

っ
て
自
ら
と
戦

っ
て
い
ま

す
。
苦
し

い
時
、

ふ

っ
と
よ

ぎ
る
弱
い
心
を
鎮
め
、
何
も
考

え
ず
、
自
分
を
信
じ
て
集
中
し

ま
し
ょ
う
。
ま
だ
若
い
皆
さ
ん
。

可
能
性
は
無
限
大
で
す
．
今
こ

の
小
さ
な
時
間
を
大
切
に
■
先

生
方
も
保
護
者
も
傍
に
い
ま
す
．

ス
ク
ー
ル
指
定
技
と
し
て
県
内
で

も
特
出
し
た
活
動
を
さ
れ
て
い
る

と
聞
き
ま
す
。
ま
た
、
「目
指
せ
―

２．
世
紀
薩
摩
ス
テ
ュ
ー
デ
ン
ト
事

業
」
（海
外
派
遣
事
業
）
な
ど
も

他
校
に
な
い
取
り
組
み
で
す
．
そ

の
よ
う
な
環
境
の
中
、
生
徒
の
皆

さ
ん
は
　
そ
れ
ぞ
れ
甲
南
高
校
に

入
学
し
た
思
い
や
夢
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
夢
や
想
い
を
実
現

す
べ
く
今
で
き
る
こ
と
す
べ
き
こ

と
に
精

一
杯
取
り
組
ん
で
は
し
い

と
思
い
ま
す
。

甲
南
高
校
の
今
年
の
テ
ー
マ

「新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に

，
つ
」
。
今

年
１
年
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
一
員
と
し
て

学
校
運
営
を
側
面
か
ら
支
援
し
、

保
護
者
の
一
人
と
し
て
在
校
す
る

甲
市
高
校
生
の
み
な
さ
ん
が
充
実

し
た
年
を
送
れ
る
よ
う
に
お
手
伝

い
で
き
れ
ば
と
お
思
い
ま
す
。

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
．

平
成
二
十
八
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

＾
一
　
長
　
　
　
　
竹
之
内
口
出
崎

副
会
長
　
　
　
　
児
上
自
加
利

″
　
　
　
　
　
久
保
　
浩
司

監
　
事
　
　
　
　
森
山
　
員
里

″
　
　
　
　
　
遠
藤
　
　
章

１
学
年
理
事

委
員
長
　
　
　
　
住
田
　
朝
美

副
委
員
長
　
　
　
回
原
　
朋
子

副
委
員
長
　
　
　
由
日
中
　
麻
里

２
十
年
理
事

委
員
長
　
　
　
　
内
園
　
知
美

副
委
員
長
　
　
　
江
Π
記
代
子

副
委
員
長
　
　
　
橋
爪
あ
ゆ
み

３
十
年
理
事

委
員
長
　
　
　
　
柳
元
祐
里
子

副
委
員
長
　
　
　
内
海
　
雅
代

副
委
員
長
　
　
　
樗
木
み
ゆ
き

転

・

転
出

荒
田
　
　
修
先
■

（教
頭
）

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
教
■
敦

育
研
修
課
長

丼
川
　
澄
明
先
生

，
集
院
高
校

時
”
　
一
口
　
先
生

串
木
娠
高
校

久
留
ギ
智
ヽ
先
■

加
せ
田
高
●

山
口
　
武
司
先
■

加
治
本
高
た

，
■
工
記
子
先
生

，
集
院
高
●

野
市
口

一
道
先
生

大
島
高
狡

十
嗚
　
和
也
先
生

与
論
高
校

水
―――
は
る
よ
先
生

霧
島
高
驚

呼
蘭

口
浩
子
先
生

種
子
島
中
央
高
■

退
職

●
江
田
修
証
先
生

内
　
　
ゆ
き
先
生

石
原
　
　
誠
先
生

月
見
　
芳
文
先
ｔ

中
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先
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今
年
の
主
な
行
事
予
定

４
月

６

日
困

４
月

７

日
”

４
月

１５
Ｈ
ｎ

４
月

１６
Ｈ
山

７
月

２０
日
因

８
月

■
目
的

始
業
式

入
学
式

第
４６
Π
甲
鶴
戦

二
高
女
創
立
記

念
日

５

月

ｌｌ

日

困

　

Ｐ

Ｔ

Ａ

総

会

５
月
１３
日
ｎ
　
二
中
創
立
記
念
日

５
月
２５
日
”
　
創
立
記
念
日

創
立
記
念
講
演
会

（平
成
２８
年
第

２
回
甲
南
塾
）

６
月
１４
日
¨
～
１７
日
０

二
学
年
修
学
旅
行

７
月
１
日
０
，
７
月
５
日
¨

１
学

期
末

考

杏

７
月

６

Ｈ
¨

ヽ

７

日
”

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

終
業
式

創
立
ｍ
周
年
記
念

ξ
楽
祭

（定
期

演
奏
会
）

８
月
２５
目
的
　
始
業
式

８
月
２５
国
内
ヽ
２６
日
ロ

実
力
　
課
題
考
査

９
月
１０
日
ｍ
　
創
立
‐１０
周
年
記
念

第
６８
回
体
育
祭

９
月
１７
日
ｍ
　
創
立
ｍ
周
年
記
念

第
５６
回
文
化
祭

９
月
１８
日
日
ヽ
２５
日
口

学
び
台
湾

１０
月

４
回
“

～

１０
月

７

日
０

１０
月

４
日
¨

１０
月

５
日

因

Ю
月

１２
日

”

１０
月

２８

日
０

２
学
朗
中
間
者
査

１
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ

２
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ

創
立
¨
周
年
記
念

芸
術
鑑
賞
会

創
，

ｍ
周
年
記
念

第
３５
回
薩
摩
半

島
縦
走

■
月
１
日
¨
ヽ
２
日
Ｑ

●
月
実
力
考
査

ｎ
月
１９
日
ｍ
　
創
立
１１０
周
年
記

念
式
典

平
成
２８
年
第
３

回
甲
南
塾

■
月
”
日
山
，
１２
月
２
日
０

２
学
期
末
考
査

‐２
月
２２
日
”
　
終
業
式

１
月
１０
日
閾
　
始
業
式

１
月
２４
日
閾
～
２５
日
ｍ

ｌ
月
実
力
考
査

１
月
２５
日
【
　
平
成
２９
年
第
１

回
甲
南
塾

２
月
２‐
日
閾
～
２４
日
０

学
年
末
者
杏

３
月
１
日
ｍ
　
第
“
回
卒
業
式

３
月
２
日
困
　
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

３
月
３
日
０
～
１２
日
０

学
び
に
Ｕ
Ｋ

３
月
２４
日
０
　
修
了
式

よ


